
第３回瀬戸内市総合計画審議会 次第 

 

日時 令和３年２月 15日（月） 

午前 10時 00分～ 

場所 瀬戸内市役所 ２階 大会議室 
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２．あ い さ つ 

 

 

３．協 議 

(１) 第３次瀬戸内市総合計画基本構想（案）について 

 

 

 

 

 

(２) 第３次瀬戸内市総合計画基本計画（素案）について 

 

 

 

 

 

４．閉 会 



資料１ 
 

瀬戸内市総合計画審議会委員名簿 

令和２年 11 月 30 日委嘱 

所属団体・役職等 氏名 

岡山市農業協同組合瀬戸内営農センター センター長 阿部 浩一 

瀬戸内市商工会 理事 兼 女性部部長 岡部 峯子 

長船夏祭り実行委員会 会長 坂本 眞位果 

邑久医師会 会長 竹内 宣昭 

瀬戸内市社会福祉協議会 事務局長 谷本 憲子 

岡山大学大学院社会文化科学研究科及び経済学部 特任教授 中村 良平 

公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 理事 藤井 裕也 

瀬戸内市人権擁護委員 藤本 めぐみ 

長船歴史研究会 代表 安木 義忠 

うみもりプロジェクト～海も森もきれいにしよう～ 代表 山﨑 佳沙 

瀬戸内市教育委員会 教育委員 山本 正 

 



No 該当項目 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
素案該当

ページ

1

Ⅱ30年後のまちの姿
■小学生・中学生・高校生（6歳～18歳）と
その家庭」にとって、瀬戸内市は、子どもた
ちが夢を持ち続けられるまちをつくります。

市内の中学生は、陸上や野球、バレーボールやサッカーなどで活躍している生
徒がたくさんいる。その後も、高校・大学と活躍している。子ども達が元気で生き
生きと、明るく希望をもって育つために、体を動かすスポーツという面も１つ項目
として加えていただけないか。スポーツを頑張っている子ども達を、地域全体で
支援・応援していくことで、卒業した子ども達が引き続き中学校のの活動に参加
してくれるなど、郷土愛を持った人になっていくと思う。

子どものスポーツの促進や、地域で支援・応援していく具体
的な取組は、基本計画「1-5 スポーツを通じ健やかに暮らせ
るまち」に記載。

基本構想では「スポーツをはじめ、興味のあることを自ら学び
伸ばしていくための環境づくりを進めます。」の部分となること
でご理解いただきたい。

2

2

Ⅱ30年後のまちの姿
■「小学生・中学生・高校生（6歳～18歳）と
その家庭」にとって、瀬戸内市は、子どもた
ちが夢を持ち続けられるまちをつくります。

「子どもたちが夢を持ち続けられるまち」について、「子どもたちの夢を育むまち」
としてはどうか。子ども達は初めから夢を持っているわけではない。家庭、地
域、学校教育を通して夢を持つようになる。そのため、育むという点に力点を置
いたらどうかと考える。教職員や教育委員会でもそう考えていると思う。

夢を育むことに力点を置くべきとの意見を踏まえ、「小学生・
中学生・高校生（6歳～18歳）とその家庭」を主体として修正。
＜修正案＞
「子どもたちが夢を育むことができるまち」

2

3
Ⅱ31年後のまちの姿
■「高齢者（65歳～）」にとって、瀬戸内市
は、元気に暮らせるまちをつくります。

「高齢者にとって」の部分であるが、相談業務の中で一番困難なのが、認知症
に関する相談である。いろんなご相談があり、対応がなかなか難しい。現在は、
小学校や中学校でも認知症サポーター養成講座を開催し、子ども達にも認知症
について学んでもらってたり、銀行やスーパーでも積極的に認知症の方に対す
る対応を考えていただいている。高齢者が多い街なので、認知症を正しく理解し
対応していくという記載を加えていただきたい。

高齢化により今後ますます増える認知症の人を地域で支える
体制づくりが必要との意見を踏まえ、基本構想を修正。
＜修正案＞
地域ぐるみの支え合いによる孤立防止やフレイル予防*をは
じめ、適切な医療や福祉・介護サービスが受けられる環境づ
くりを進めます。また、今後ますます増加が予想される認知症
の人に対し、早期発見・早期対応し、地域で見守る体制づくり
を進めます。

認知症とそれを支える地域に関する具体的な取組は、基本
構想「2-7 高齢者を地域ぐるみで支えあうまち」に記載。

3

4
Ⅱ30年後のまちの姿
■「外国人」にとって、瀬戸内市は、暮らし
やすい国際性の豊かなまちをつくります。

「暮らしやすい国際性豊かなまち」の部分は、対象が限定的である。「異文化を
尊重し、共に生きることができる国際性の豊かなまち」としてはどうか。今の表
現では、対象が外国人に限定されているが、変更することで、外国人を含めて
全ての市民を対象にすることができる。市民と外国人がお互いを理解して、そし
て共存できる地域社会を作るため、変更してはどうか。

基本構想は、計画の主役である市民の年齢や生活形態、置
かれている状況等の違いに注目し、それぞれの状態ごとに目
指すべき20年後の姿を展望したものである。ご指摘のように
修正すると日本人目線となるため、外国人市民目線での記
載のままとさせていただきたい。

なお、日本人と外国人がお互いを理解して共存できる地域社
会づくりについては、基本計画「1-6 国際社会にはばたく人を
育むまち」に記載。

4
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5

Ⅱ31年後のまちの姿
■「経済的に困窮する市民」にとって、瀬戸
内市は、生活困窮者が自立できるまちをつ
くります。

「生活困窮者する市民にとって」という部分について、コロナ関係で社協が貸付
の窓口となった。日頃生活困窮で相談を受けている方ではない方が非常に多く
相談に来られた。表面上は普通に生活していても、災害のようなlことが起こる
と、大変弱い生活をされている方がいるということを再認識した。引きこもりも増
えている。市でも引きこもり施策に力を入れているが、「寄り添う」という言葉や
「引きこもり」ということを加えてはどうか。

増加しているひきこもり者や、コロナの影響を受け表面化した
生活困窮者に対し寄り添うことが必要だとの意見を踏まえ、
基本構想を修正。
＜修正案＞
産業の活性化等により雇用を生み出し、働き場所を確保する
ことにより、引きこもりの予防や、自立するための希望が持て
るまちづくりを進めるとともに、地域での支え合いをはじめ、
生活困窮者に寄り添い、自立するための支援が受けられるま
ちづくりを進めます。

ひきこもり者に対する具体的な取組は、基本構想「2-9 生活
困窮者が自立できるまち」に記載。

6

6

Ⅱ30年後のまちの姿
■「人口が著しく減少している地区で生活
する市民」にとって、瀬戸内市は、安全・安
心で豊かに楽しく暮らせる住みよいまちを
つくります。

「UIJターン」という言葉を追加しているが、人口が減っていく中で「豊かな地域」
とはどういうことかを考えることが重要だと思っている。例えば、人口バランスを
長期にわたって整えていくことを目標とするなど、UIJターンを行う目的をどこに
置くかを明確に記載することも重要ではないか。
また、最近は「関係人口」という言葉があり、いわゆる住まなくても関りを持って
いただき、地域を活性化していく人のことを指すが、多様性を確保し、関係人口
を増やすこともビジョンに加えてはどうか。

本項目は人口が著しく減少している地域を対象としており、世
代を限定しないUIJターンを推進しているため、原案とさせて
いただきたい。なお、市全体におけるUIJターンの具体的な記
載は、基本構想「3-3 住んでみたい・住み続けたいと思える住
宅があるまち」に記載。

関係人口の記載を追加すべきとの意見を踏まえ、基本構想を
修正。
＜修正案＞
また、地域への愛着心や関心を醸成し、継続的に多様な形で
地域に関わる関係人口の創出を進めます。

7

7

Ⅱ30年後のまちの姿
■「瀬戸内市で生活（通勤・通学を含む）す
る人」にとって、瀬戸内市は、愛着が持て
る・誇れるまちをつくります。

「愛着が持てる・誇れるまち」について、中ぽつ（・）がついている。中ぽつ（・）は
あんまり見ないので、変更してはどうか。文法ではなくスタイルの問題なので、
それで意図があるのであれば問題ない。

中ぽつ（・）の表現についてのご指摘を踏まえ、記載を修正。
＜修正案＞
「瀬戸内市で生活（通勤・通学を含む）する人」にとって
瀬戸内市は、愛着が持て、誇れるまちをつくります。

6

8

Ⅱ30年後のまちの姿
■「人口が著しく減少している地区で生活
する市民」にとって、瀬戸内市は、安全・安
心で豊かに楽しく暮らせる住みよいまちを
つくります。
■「将来の市民」にとって、瀬戸内市は、す
ばらしい自然や景観、伝統、歴史・文化が
引き継がれたまちをつくります。

歴史・文化という視点でいうと、７ページの「人口が著しく減少している地区で生
活する市民にとって」の部分に「地域の歴史・伝統文化などを守る環境づくりを
進めます」という言葉を追加しているが、ここに入れるのが良いのか、12ページ
の「将来の市民にとって」の記載との整合性やバランスを検討いただきたい。

ご指摘を踏まえ、「人口が著しく減少している地区で生活する
市民にとって」の部分の「地域の歴史・伝統文化などを守る環
境づくりを進めます」は削除。

一方で、歴史・文化は市民のシビックプライドにつながる資源
であることから、「瀬戸内市で生活する人にとって」の部分に
追加。
＜修正案＞
星が輝き青く澄んだ空、きれいな海、そして、美しい山並みと
田園風景、歴史・文化資源は、瀬戸内市が誇れるものの一つ
です。この自然環境や景観、古き良き伝統や技術を守り、次
の世代に引き継いでいくため、自然との共生や脱炭素社会の
実現ごみの減量化に取り組むなど、環境や文化伝承に配慮
したまちづくりを進めます。

7
12
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9

Ⅱ30年後のまちの姿
■「瀬戸内市で生活（通勤・通学を含む）す
る人」にとって、瀬戸内市は、愛着が持て
る・誇れるまちをつくります。

Ⅲ「将来のまちの姿」を実現するための基
本理念
基本理念１　環境重視

脱炭素化について、商工会の建物を移転する計画がある。新たな商工会事務
所を含めて、将来的に市の複数箇所に電気自動車の充電設備を整備していた
だきたい。

ご指摘を踏まえ、具体的な取組を基本計画「3-11　人と地球
にやさしいまち」に記載。

7
13

10

Ⅱ30年後のまちの姿
■「農水産業従事者」にとって、瀬戸内市
は、農水産業で生活できるまちをつくりま
す。

市（産業振興課）で農業従事者に対して、「人・農地プラン」の策定のためのアン
ケート調査を行っている。アンケートの結果も踏まえて、新規就農者などの担い
手の育成や、農業の活性化、農産物の生産・拡大の取組を進めていただきた
い。特に、新規就農者を少しでも増やし、農業が活性化してほしいと考えてい
る。

ご指摘を踏まえ、具体的な取組を基本計画「4-1 農林業にや
りがいを見出すまち」に記載。

9

11

Ⅱ30年後のまちの姿
■「農水産業従事者」にとって、瀬戸内市
は、農水産業で生活できるまちをつくりま
す。

農業分野で、５年・10年前と状況が大きく変わっているのは、農業従事者の高
齢化や減少、耕作放棄地の増加、それに伴うイノシシや鹿などの有害鳥獣の増
加による被害の拡大などが挙げられる。10年前には想定していなかったことが
起こっているといるので、そういった部分を追加していただきたい。
「人・農地プラン」のアンケート結果をもとに、農地の集約化や、新規就業者の援
助についても記載を検討いただきたい。

農業従事者の高齢化や減少、それに伴うイノシシや鹿などの
有害鳥獣の増加による被害の拡大など新たな課題があると
の意見を踏まえ、基本構想を修正。
＜修正案＞
若い世代へ伝統、技術の継承を積極的に行うことにより、後
継者を育成するとともに、鳥獣被害対策の実施、環境負荷軽
減技術の導入等により、持続可能な農業を行うための環境づ
くりを進めます。

農業分野の課題や具体的な取組は、基本構想「4-1 農林業
にやりがいを見出すまち」に記載。

9

12

Ⅱ30年後のまちの姿
■「商工業従事者」にとって、瀬戸内市は、
意欲的に事業に取り組めるまちをつくりま
す。

コロナ禍ではあるが、瀬戸内市商工会会員でコロナによる倒産は聞いていな
い。国や市が持続可能な支援という部分に非常に力を入れていただいているお
かげだと思っている。引き続き、小規模事業者に対して支援を手厚くしていただ
き、事業を継続していけるよう努めていただきたい。

小規模事業者に対する支援を手厚くし、事業が継続できるよ
う努めてほしいとの意見を踏まえ、基本構想を修正。
＜修正案＞
また、優秀な人材の確保と経営の安定化への支援を進め、
商工業者がやりがいを持って事業に取り組めるまちをつくりま
す

具体的な取組は、基本構想「4-3 商業・サービス業の経営の
安定化に取り組むまち」に記載。

10
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13

Ⅱ30年後のまちの姿
■「地縁団体・NPO等各種団体」にとって、
瀬戸内市は、自らの力で地域を改善してい
けるまちをつくります。

「協働」という言葉が入っているが、民間や地域団体と行政とが目線を合わせて
目標を設定し、事業を行い、その成果も一緒に分けあうことが「協働」ということ
である。しかし実際は、市の職員と地域の方がつながってない。市の職員が企
画を立案するときに、地域にどんな団体がある知らないこともある。それでは
「協働」とはならない。日ごろから情報交換をする場や、つながり持てる付き合い
があるまちになっていただきたい。コロナ禍の中で、その手法には議論の余地
があるが、そういった文言を入れることが大事だと考える。

本当の意味での「協働」を実現するため、情報交換の場や、
つながりを作ってほしいとの意見を踏まえ、基本構想を修正。
＜修正案＞
また、市民団体やボランティア組織等の活動を、相互に情報
提供・情報交換が行える環境づくりを進めます。

また、職員が地域を知り、さらなる協働に努めるべきとの意見
があったことから、基本理念５ 情報公開と市民参画・協働を
修正。
＜修正案＞
「自己決定・自己責任」の原則のもと、地方分権社会の中で、
行政は市民に積極的に情報を公開することで、市民の行政
への参画の機運を高め、自分たちの地域は自分たちの手で
創造し、地域課題を解決する、市民と行政の協働による取組
を進めます。
また、行政が地域の実情を熟知し、地域の特性を生かしたま
ちづくりに取り組む地域・市民団体等と一層の連携強化を図
り、活力ある地域づくりの取組を進めます。

具体的な取組は、基本計画「5-3 みんなが知恵を出しあい助
けあうまち」に記載。

11
13

14

Ⅱ30年後のまちの姿
■「地縁団体・NPO等各種団体」にとって、
瀬戸内市は、自らの力で地域を改善してい
けるまちをつくります。

文章２行しかなく、他の項目と比べてボリュームが少ないため、藤井委員の意
見を踏まえ、ボリュームを増やしてはどうか。

同上。
＜修正案＞
また、市民団体やボランティア組織等の活動を、相互に情報
提供・情報交換が行える環境づくりを進めます。

11

15

Ⅱ30年後のまちの姿
■「地縁団体・NPO等各種団体」にとって、
瀬戸内市は、自らの力で地域を改善してい
けるまちをつくります。

今までの取組で足りておらず、今後の10年で取り組んでいただきたいことが「情
報の集約と発信」である。まず、「集約」として、各部署が関連する活動や取組を
十分認識し、HPや紙媒体などで知りたい人に分かりやすく情報発信を行たって
いただきたい。市民活動の情報を得る場所がないことが課題だと感じている。
また、市の各部署の連携についても課題だと考えている。例えば、子育て支援
課と教育委員会の連携が不足していると感じている。市の内部の連携について
も記載していただきたい。また、市と市民活動団体との連携についても同様であ
る。提案として、子育て、教育、環境、市民活動団体の基本構想の中に「情報の
集約と発信」「連携」「協働」という言葉を入れていただきたい。
特に部署間の連携と、市と市民の連携、市民同士の連携を市にサポートしてい
ただきたいと考えている。

同上。
＜修正案＞
また、市民団体やボランティア組織等の活動を、相互に情報
提供・情報交換が行える環境づくりを進めます。

市の部署間の連携についてのご意見を踏まえ、基本理念６を
修正。部署間の連携は総合計画の全てに係るものであること
から、基本理念に記載することでご了承いただきたい。
＜修正案＞
多種多様化する市民ニーズに的確に対応するため、部署横
断的に情報共有や政策推進ができる組織・人材の育成を進
め、ＩＣＴ（情報通信技術）の積極的な活用により業務の効率
化を図るとともに、行財政改革や税外収入確保により財政基
盤を強化し、中長期的な視点に立って、限られた財源を重点
的・集中的に配分しながら取組を進めます。

具体的な記載は、基本計画「5-3 みんなが知恵を出しあい助
けあうまち」に記載。

11
13
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No 該当項目 発言要旨 対応方針・対応状況・考え方
素案該当

ページ

16

Ⅱ30年後のまちの姿
■「将来の市民」にとって、瀬戸内市は、す
ばらしい自然や景観、伝統、歴史・文化が
引き継がれたまちをつくります。

Ⅲ「将来のまちの姿」を実現するための基
本理念
基本理念１　環境重視

基本理念１に「環境重視」という部分があるが、基本構想で特化していない。少
し分かりにくいのではないか。「将来の市民にとって」の部分にも環境の記載が
あるので、バランス配分について検討いただきたい。。

基本理念は総合計画の全てに係るものであることから、市民
の区分それぞれに環境重視の記載を行うのではなく、基本理
念への記載とすることでご理解いただきたい。

具体的な施策は基本計画「3-10 環境に配慮した美しいま
ち」、「3-11 人と地球にやさしいまち」に記載する。

12
13

17
Ⅲ「将来のまちの姿」を実現するための基
本理念
基本理念１　環境重視

今、電力の需給が大変厳しくなっている。瀬戸内市には太陽光発電が多くある
が、供給が追い付いていないと聞く。脱炭素社会の実現のためには、太陽光だ
けに頼るのではなく、新しい自然エネルギーの導入も検討すべきではないか。
脱炭素社会の実現を打ち出すからには、市全体で脱炭素を考える地域になっ

ご提案を踏まえ、具体的な取組は「3-11 人と地球にやさしい
まち」に記載する。

13

18

Ⅲ「将来のまちの姿」を実現するための基
本理念
基本理念７ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
達成

SDGsについて、２行目に「多様性と包摂性のある社会」とあるが、「包摂性」は
非常に深い意味があるので、説明を加えるか、言葉を変えるほうが良いのでは
ないか。読む人が理解しやすい表現にしていただきたい。

「包摂性」を含めた「SDGｓ」について、用語解説で補足する。 14

19

Ⅲ「将来のまちの姿」を実現するための基
本理念
基本理念７ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
達成

環境・情報・協働・SDGsは非常に大事だと思おり、基本理念に入っていることは
素晴らしが、基本構想や基本計画にどのように記載されるのか。私たちが市民
活動をする上で、各部署の政策にそれがどう活きていくのかが重要だと思う。市
職員がしっかり認識するようにしていただきたい。

環境・情報連携・協働・SDGｓは部署横断的に多くの政策分野
に関わるものであることから、計画策定後に研修などを実施
し、職員に内容を周知するすることでご理解いただきたい。な
お、新人職員に対しては、毎年の研修で総合計画について講
義を行っている。

14

20 指標
目標値については、達成していない項目でも５年前・10年前に比べて徐々に数
値が上がってきていると感じている。一方で、数値が現状値より下がった項目に
ついては、てこ入れをするような施策が必要ではないか。

第２次総合計画（10年間）のKPI実績分析を踏まえ取り組むも
のとする。

-

21 その他 食育と地産地消という言葉を基本構想に記載していただけないか。

「食育」や「地産地消」は目指すべき姿のための手段となるた
め、基本計画に記載することでご理解いただきたい。

「子どもが楽しく学び成長を実感できるまち」
「健やかに暮らせるまち」
「農林業にやりがいを見出すまち」

-

22 その他

基本構想を初めて見たときに、全部が分断されているという印象を受けた。私
は連携が今後必要だと思っているが、年齢や職業などで項目が分かれている。
市の各部署の政策に合わせているのだと思うが、目に見える形で連携が非常
に分かりづらい。表現を検討いただきたい（関連する部分を大きな丸で囲って関
係性が見えるようにするなど）。

最後のレイアウトの際に表現方法を工夫するということでご理
解いただきたい。

-
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資料３ 
 

第３次瀬戸内市総合計画基本構想（案）の概要について 

 

 

Ⅰ 将来像 

人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内 

 

 

Ⅱ ２０年後のまちの姿（市民の区分別） 

安心して子どもを出産し、育てることができるまち（乳幼児（0歳～5歳）とその家庭） 

子どもたちが夢を育むことができるまち（小学生・中学生・高校生（6歳～18歳）とその家庭） 

住んでいることを誇れるまち（青年期・壮年期（19歳～44歳）） 

子どもと一緒にこのまちに住んでよかったと思えるまち（中年期（45歳～64歳）） 

元気に暮らせるまち（高齢者（65歳～）） 

だれもがいきいきと明るく暮らせるまち（人権を尊重する市民） 

互いに学びあい、教えあい、人がつながるまち（学ぶ市民） 

暮らしやすい国際性の豊かなまち（外国人） 

元気でいきいきと暮らせるまち（健康で自立した生活を願う市民） 

いつでも安全に安心して医療サービスが受けられるまち（医療を受ける市民と医療従事者） 

毎日明るく、明日へ希望が持てるまち（障がい者） 

生活困窮者が自立できるまち（経済的に困窮する市民） 

愛着が持て、誇れるまち（瀬戸内市で生活（通勤・通学を含む）する人） 

安全・安心で豊かに楽しく暮らせる住みよいまち（人口が著しく減少している地区で生活する市民） 

地域みんなで防犯に力を入れるまち（犯罪のない安全な生活を願う市民） 

防災体制が整った、災害に強いまち（災害に対応する市民） 

かしこい消費者が多いまち（消費者としての市民） 

交通弱者を守ることができるまち（交通弱者） 

農水産業で生活できるまち（農水産業従事者） 

意欲的に事業に取り組めるまち（商工業従事者） 

企業が進出しやすい条件が整ったまち（市内外企業） 

にぎわいと活気のある観光のまち（観光客・観光産業従事者） 

自らの力で地域を改善していけるまち（地縁団体・ＮＰＯ等各種団体） 

納税に対する意識が高いまち（納税義務者） 

すばらしい自然や景観、伝統、歴史・文化が引き継がれたまち（将来の市民） 

 

  



 

Ⅲ 「将来のまちの姿」を実現するための基本理念 

基本理念１ 環境重視 

基本理念２ 人権尊重 

基本理念３ 安全・安心 

基本理念４ 定住促進 

基本理念５ 情報公開と市民参画・協働* 

基本理念６ 効率的・効果的な行財政運営 

基本理念７ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）達成 

基本理念８ 感染症対策 

 

 

Ⅳ 土地利用 

土地利用の基本方針 

 

 

【参考】今後のスケジュール 

 令和３年３月１６日  第４回総合計画審議会 

 令和３年６月～７月  パブリックコメントの実施 
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第３次瀬戸内市総合計画基本構想（案） 

Ⅰ 将来像 

人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内 

 

近年、国民が得る幸福感は、必ずしも所得や消費量等といった経済的・物質的な状況に左右さ

れるものではなく、生活を楽しみ、自らの主体的で個性的な生き方を選択できるなど、心が満ち

足りた精神的な満足感によるものへと変化してきていると言われています。 

瀬戸内市は、「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を将来像とし、本格的な人口

減少・長寿社会が到達した後においても、暮らす地域にかかわらず、市民一人ひとりが、自然に

恵まれ、安全・安心に暮らせるまちの中で、夢と希望を持って健康に暮らし、このまちに生まれ

てよかった、住んでよかったと思える、幸福が実感できるまちを目指します。 

そして、市民一人ひとりが幸福を実感することで、地域の幸福をも実現します。 

 

Ⅱ ２０年後のまちの姿（市民の区分別） 

瀬戸内市では、将来像を実現するため、まちの現状と課題を踏まえ、本計画の主役である市民

の年齢や生活形態、置かれている状況等の違いに着目し、それぞれの状態ごとに目指すべき 20年

後の姿を展望しました。 

今後、その状態を実現するための取組を積極的に進めることにより、ＱＯＬ*の向上を目指すも

のであり、その達成度については、市民まちづくり意識調査により定期的に把握しています。 

 

■「乳幼児（0歳～5歳）とその家庭」にとって 

瀬戸内市は、安心して子どもを出産し、育てることができるまちをつくります。 

安心して出産できるまちづくりを進めます。 

子育て中の親同士の交流を通じた孤立防止や、地域全体で子育てできる環境をつくり、働きな

がらでも安心して子育てができるなど、笑顔で子育てできるまちづくりを進めます。 

健康で元気な子どもが育つよう、安全で安心して楽しく遊ぶことができる場所づくりを進める

とともに、安心して医療が受けられる環境づくりを進めます。 

また、子どもの感性を豊かに育てるとともに、人にやさしく物を大事にし、かつ社会の規律が

守れる教育を進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「安心して子どもを出産し、育

てることができるまち」を実感

している市民の割合 

％ 65.1 67.5 70.0 72.5 75.0 



 - 2 - 

※現状値は令和２年度市民まちづくり意識調査結果による。 

以下同じ 

 

■「小学生・中学生・高校生（6歳～18歳）とその家庭」にとって 

瀬戸内市は、子どもたちが夢を育むことができるまちをつくります。 

規則正しい生活習慣を身につけるとともに、安全で安心して医療が受けられる環境のもとで、

子どもたちがのびのびと過ごせるなど、元気な子どもが育つまちづくりを進めます。 

特色ある学校づくりを進めるとともに、一人ひとりの子どもを伸ばす教育を進めます。同時に、

地域住民みんなで子どもたちの見守りができるまちをつくることにより、通学も含め安心して教

育を受けることができる環境づくりを進めます。 

子どもたちの道徳性や社会性を養うことにより、人にやさしく、物を大事にする心を学びます。

同時に、社会の規律を守り、スポーツをはじめ、興味のあることを自ら学び伸ばしていくための

環境づくりを進めます。 

瀬戸内市を故郷として誇りが持て、愛着の持てるまちとなるよう、自然環境を守るとともに、

歴史や文化を体験しながら学習できる機会をつくります。 

また、子どもを持つ家庭にとって、働きながらでも安心して子どもたちが成長できる環境づく

りを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「子どもたちが夢を育むことが

できるまち」を実感している市

民の割合 

％ 37.6 40.7 43.8 46.9 50.0 

 

■「青年期・壮年期（19歳～44歳）」にとって 

瀬戸内市は、住んでいることを誇れるまちをつくります。 

道路、通信網等の社会基盤や上水道をはじめとするライフライン*、下水道の整備を進めるとと

もに、働く場所や定住場所を確保します。 

みんなが健康で、災害や犯罪のない安全な地域の中で、安心して子どもを出産し育てるなど、

安定的に自立した生活が送れるまちづくりを進めます。 

また、余暇を有効に利用し、市民が学びの機会を通じて、心と体にゆとりが生まれ、より豊か

な人間性を育むとともに、市民が互いに協力しあえるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「住んでいることを誇れるま ％ 52.9 56.0 59.0 62.0 65.0 
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ち」 を実感している市民の割合 

 

■「中年期（45歳～64歳）」にとって 

瀬戸内市は、子どもと一緒にこのまちに住んでよかったと思えるまちをつくります。 

働く場所や地域活動の場を確保するとともに、ゆとりある生活の中で学びや交流の機会を持つ

など、社会や地域とのつながりが持てるまちづくりを進めます。 

日常生活をはじめ、防災や防犯、健康面など、老後の心配がなく、家族みんなで自立した生活

が送れるなど、退職してもこのまちに住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「子どもと一緒にこのまちに住 

んでよかったと思えるまち」を 

実感している市民の割合 

％ 60.6 62.5 65.0 67.5 70.0 

 

■「高齢者（65歳～）」にとって 

瀬戸内市は、元気に暮らせるまちをつくります。 

地域ぐるみの支え合いによる孤立防止やフレイル予防*をはじめ、適切な医療や福祉、介護サー

ビスが受けられる環境づくりや地域包括ケアシステム*の充実を進めます。また、今後ますます増

加が予想される認知症の人に対し、早期発見・早期対応し、地域で見守る体制づくりを進めます。 

生涯現役として活躍できる場があり、また、社会や地域とのつながりを持ち続けることは、高

齢者の生きがいとなり、元気で自立した生活につながります。仕事やボランティア活動、地域活

動、生涯学習やスポーツ活動への参加をはじめ、伝統文化や技術を次の世代に継承する活動を行

うなど、積極的に学びや交流が持てる機会をつくります。 

また、高齢者にとって移動手段の確保は日常生活を送る上で大変重要な課題となります。自家

用車に頼らなくても一定の利便性が確保できるよう公共交通網の整備を進めます。 

超高齢化社会の到来により、一人暮らしや高齢者夫婦世帯の増加が予測される中で、防犯をは

じめ、交通安全対策や災害に強いまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「元気に暮らせるまち」を実感

している市民の割合 
％ 57.9 61.0 64.0 67.0 70.0 

 

■「人権を尊重する市民」にとって 

瀬戸内市は、だれもがいきいきと明るく暮らせるまちをつくります。 
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すべての人が思いやりを持ち、お互いを見守りながら、悩みがあれば相談し合える関係をつく

ることにより、一人ひとりが尊重され、誰もが居場所と役割を持ち、安全に、安心して平穏な生

活を営むことができるまちづくりを進めます。 

また、世代間交流やボランティア活動への参加を通し、福祉の心を持った市民を育てることに

より、差別や偏見のない「心のバリアフリー」社会の実現を目指します。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「だれもがいきいきと明るく暮 

らせるまち」を実感している市 

民の割合 

％ 49.4 52.5 55.0 57.5 60.0 

 

■「学ぶ市民」にとって 

瀬戸内市は、互いに学びあい、教えあい、人がつながるまちをつくります。 

一人ひとりの子どもを伸ばすため、安心して教育が受けられる環境づくりを進めるとともに、

人にやさしく物を大切にする人づくりを進めます。 

生涯にわたって学び続けるため、学びのきっかけを様々な場面で持つことができる機会をつく

るとともに、ともに学べる仲間の中で、市民が学び方・調べ方を知ることができる環境づくりを

進めます。 

今まで学ぶことに関心のなかった市民に対しても、学習に対する意欲が持てる、学習の楽しさ

が実感できる環境づくりを進めます。 

伝統や文化、技術を次の世代に引き継いでいくことは現在に生きる私たちの責務です。幅広い

年代の人との交流を通じ、学ぶ意欲にあふれ、瀬戸内市が誇るこれらの伝統を次の世代に継承で

きるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「互いに学びあい、教えあい、

人がつながるまち」を実感して

いる市民の割合 

％ 44.9 47.5 50.0 52.5 55.0 

 

■「外国人」にとって 

瀬戸内市は、暮らしやすい国際性の豊かなまちをつくります。 

偏見や差別のないまちの中で、外国人が安心して医療、介護・福祉サービスを受けることがで

き、かつ、働き場所を確保するとともに、まちの伝統・文化に触れられる機会や地域活動に参加・

参画できる環境づくりを進めることにより、瀬戸内市に住んでみたいと思えるまちづくりを進め
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ます。 

また、にぎわいと活気のある観光のまちづくりを進めることにより、外国人が瀬戸内市を訪れ

てみたいと思えるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「外国人にとって暮らしやすい 

国際性の豊かなまち」を実感し 

ている市民の割合 

％ 21.3 22.5 25.0 27.5 30.0 

 

■「健康で自立した生活を願う市民」にとって 

瀬戸内市は、元気でいきいきと暮らせるまちをつくります。 

自身の健康状態を常に把握するため、各種検診を積極的に受診するとともに、日頃からの運動

習慣づけや健康についての相談が気軽にできる環境づくりを進めます。 

また、質が高くいつでも安心して医療が受けられることにより、健康で自立した生活を送るこ

とができるまちづくりを進めます。 

また、要支援・要介護であっても、施設や介護サービスを安心して利用することができ、安心

して暮らせる体制整備を進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「元気でいきいきと暮らせるま 

ち」を実感している市民の割合 
％ 57.8 61.0 64.0 67.0 70.0 

 

■「医療を受ける市民と医療従事者」にとって 

瀬戸内市は、いつでも安全に安心して医療サービスが受けられるまちをつくります。 

健康に対する市民の意識が高いまちを目指すとともに、病気になったときに身近なところで、

質が高く、市民の医療ニーズに合ったサービスが受けられる環境づくりを進めます。 

また、市民病院と地域の診療所との病診連携*を進めるとともに、医師の確保に努めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「いつでも安全に安心して医療 

サービスが受けられるまち」を 

実感している市民の割合 

％ 54.2 56.9 59.6 62.3 65.0 
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■「障がい者」にとって 

瀬戸内市は、毎日明るく、明日へ希望が持てるまちをつくります。 

障がい者が安心して自立した生活を送れるよう、障がい者関連施設の整備やサービスの充実を

進め、地域ぐるみで障がい者を支え合うまちづくりを進めます。 

また、障がい者が仕事も含め、自分の能力を活かせるまちづくりを進めるとともに、ユニバー

サルデザイン*の視点によるまちづくりや、バリアフリー化された地域の中で、安心してこのまち

に住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。 

障がい者の家族にとっても、精神的・経済的な負担を感じることなく、障がい者と共に仲良く

暮らせる支援を進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「毎日明るく、明日へ希望が持

てるまち」を実感している市民

の割合 

％ 26.1 32.0 38.0 44.0 50.0 

 

■「経済的に困窮する市民」にとって 

瀬戸内市は、生活困窮者が自立できるまちをつくります。 

産業の活性化等により雇用を生み出し、働き場所を確保することにより、引きこもりの予防や、

自立するための希望が持てるまちづくりを進めるとともに、地域での支え合いをはじめ、生活困

窮者に寄り添い、自立するための支援が受けられるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「生活困窮者が自立できるま

ち」を実感している市民の割合 
％ 20.2 27.5 35.0 42.5 50.0 

 

 

■「瀬戸内市で生活（通勤・通学を含む）する人」にとって 

瀬戸内市は、愛着が持て、誇れるまちをつくります。 

日常生活を営む上で必要となる道路、公共交通網、上下水道や通信網をはじめとした生活基盤

の整備を進めるとともに、防災や防犯に対する意識を高め、市民はもとより、瀬戸内市に通勤・

通学する人にとっても、暮らしやすく過ごしやすいまちづくりを進めます。 

星が輝き青く澄んだ空、きれいな海、そして、美しい山並みと田園風景、歴史・文化資源は、
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瀬戸内市が誇れるものの一つです。この自然環境や景観、古き良き伝統や技術を守り、次の世代

に引き継いでいくため、自然との共生や脱炭素社会の実現に取り組むなど、環境や文化伝承に配

慮したまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「愛着が持て、誇れるまち」を

実感している市民の割合 
％ 34.1 38.0 42.0 46.0 60.0 

 

■「人口が著しく減少している地区で生活する市民」にとって 

瀬戸内市は、安全・安心で豊かに楽しく暮らせる住みよいまちをつくります。 

瀬戸内市でも、南部や東部地域、中山間地域では今後ますます人口が減少していくことが予測

されています。豊かな自然の中で、人とのふれあいを大切にし、ゆとりある生活様式を実践する

ために、瀬戸内市に住みたいと思ってもらえるような、他地域からの移住希望者、いわゆるＵＩ

Ｊターン*希望者を積極的に受け入れる環境づくりを進めます。 

若い世代が住み続けたいと思え、かつ、地元に帰って生活したいと思えるまちにするため、働

く場所の確保と居住環境の整備を進めます。 

また、地域への愛着心や関心を醸成し、継続的に多様な形で地域に関わる関係人口の創出を進

めます。昔ながらの地域での支えあいを保ちながら、積極的に地域を越えた交流ができる環境づ

くりを進めます。 

道路や公共交通機関等の生活基盤の整備により、移動が困難な高齢者にとっても買い物等の日

常生活がしやすく、かつ、安心して医療や福祉・介護サービスを受けることができる地域づくり

を進めます。 

防犯・防災に対する社会基盤の整備を進めるとともに、市民意識の向上に努めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「安全・安心に暮らせる住みよ

いまち」を実感している市民の

割合 

％ 69.2 71.9 74.6 77.3 80.0 

 

■「犯罪のない安全な生活を願う市民」にとって 

瀬戸内市は、地域みんなで防犯に力を入れるまちをつくります。 

防犯に関する相談や組織づくりを進めるとともに、子ども・青少年期から防犯に対する意識を

育てるなど、常に防犯意識を持った市民を育てます。 

また、道徳教育を進めることにより、社会の規律が守れる市民を育てます。 
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指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「地域みんなで防犯に力を入れ 

るまち」を実感している市民の 

割合 

％ 42.4 46.5 51.0 55.5 60.0 

 

■「災害に対応する市民」にとって 

瀬戸内市は、防災体制が整った、災害に強いまちをつくります。 

いつ発生するかわからない地震災害や大型化・激甚化する台風による災害等に対し、高潮対策

や河川の改修、ライフライン*の整備など、災害に強いまちづくりを進めるとともに、万が一の時

には、素早く、安全に避難できるよう、平時においても常に防災意識を持ち、力を合わせて行動

できる市民を育てます。 

災害が起こった場合でも、被災者が素早い援助と復興支援が受けられるなど、被害を最小限に

食い止めることができる強靭なまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「防災体制が整った、災害に強

いまち」を実感している市民の

割合 

％ 35.9 39.5 43.0 46.5 55.0 

 

■「消費者としての市民」にとって 

瀬戸内市は、かしこい消費者が多いまちをつくります。 

地元の産物を大切にし、地元で消費できるよう生産・流通ルートの確立を目指します。 

また、消費者自らが学び、同時に市民同士の情報交換を行うことにより、消費に対する意識を

向上させ、環境に対する高い意識を持ち、悪質商法から身を守れるといった「かしこい消費者」

を育てます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「かしこい消費者が多いまち」

を実感している市民の割合 
％ 30.6 35.0 40.0 45.0 55.0 
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■「交通弱者」にとって 

瀬戸内市は、交通弱者を守ることができるまちをつくります。 

子どもや、今後さらに増加が予測される高齢者は、交通弱者となり得る可能性があり、これら

交通弱者を守るため、路線の維持・確保や一定の利便性を確保するための地域内交通の導入を進

め、だれもが不自由なく外出することができるまちづくりを進めます。 

交通安全に対する意識を向上させるとともに、道路や歩道、防犯灯などの整備により危険箇所

を改善し、安全に通行できる環境づくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「交通弱者を守ることができる 

まち」を実感している市民の割 

合 

％ 40.5 45.5 50.0 55.0 60.0 

 

■「農水産業従事者」にとって 

瀬戸内市は、農水産業で生活できるまちをつくります。 

若い世代へ伝統、技術の継承を積極的に行うことにより、後継者を育成するとともに、鳥獣被

害対策の実施、環境負荷軽減技術の導入等により、持続可能な農業を行うための環境づくりを進

めます。 

市民が地元の農産物、水産物を消費することにより、生産者と消費者の距離が近いまちをつく

ります。 

地元の農産物、水産物、またこれらの加工品がブランド化され、全国展開できるよう、積極的

に消費拡大に向けた情報発信やＰＲを行うとともに、消費者が地元の産物に高い価値を見出し、

生産者が組織化の機運を高めることができるよう、市民と行政が一体となって支援することによ

り、地域一体で地元の特産品づくりを進めます。 

また、環境保全型農業の導入や遊休農地等の有効活用により、まちの誇りである田園環境を守

ります。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「農水産業で生活できるまち」

を実感している市民の割合 
％ 31.2 35.5 40.0 45.5 50.0 

 

■「商工業従事者」にとって 

瀬戸内市は、意欲的に事業に取り組めるまちをつくります。 
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独自性のある新しい産業や地域の産物を市民と行政が一体となって支援するとともに、道路や

公共交通機関を整備し、労働者や消費者が、通勤・買い物がしやすい環境をつくります。 

また、優秀な人材の確保と経営の安定化への支援を進め、商工業者がやりがいを持って事業に

取り組めるまちをつくります。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「意欲的に事業に取り組めるま

ち」を実感している市民の割合 
％ 25.6 29.2 32.8 36.4 50.0 

 

■「市内外企業」にとって 

瀬戸内市は、企業が進出しやすい条件が整ったまちをつくります。 

企業が実施する新規事業や事業の拡大に対する支援を進めるとともに、道路網の整備による他

県他市町への往来がしやすいまちづくりを進めます。 

子どもの学力を向上させるとともに、道徳性や社会性を身につける教育を積極的に進めること

により、企業が求める優秀な人材となり得る人づくりを進めます。 

企業が地域コミュニティへ参画し、市民も企業の事業活動を理解することにより、地域と企業

が相互に理解を深め、地域に愛着が持てるまちづくりを進めます。 

また、企業間の製品等の共同開発を支援するとともに、産学官による共同開発の仕組みをつく

ります。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「企業が進出しやすい条件が 

整ったまち」を実感している市 

民の割合 

％ 32.7 36.5 41.0 45.5 50.0 

 

■「観光客・観光産業従事者」にとって 

瀬戸内市は、にぎわいと活気のある観光のまちをつくります。 

市民が、豊かな自然や景観、歴史・文化を大切にし、故郷として誇りや愛着が持てるまちづく

りを進めます。 

観光客に対しては、魅力的な観光ルートを設定し、誰でも気軽に訪れることができ、何回でも

行ってみたいと思えるまちづくりを進めます。 

また、観光客にとって魅力ある特産品づくりを進めます。 
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指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「にぎわいと活気のある観光の 

まち」を実感している市民の割 

合 

％ 19.3 25.0 30.0 35.0 40.0 

 

■「地縁団体・NPO*等各種団体」にとって 

瀬戸内市は、自らの力で地域を改善していけるまちをつくります。 

地域住民みんなが支え合いながら、まちづくりに強い関心を持ち、理解を深め、お互いが知恵

を出し合い、協働*による地域の活性化に向けた活動ができる環境づくりを進めます。 

また、市民団体やボランティア組織等の活動を、相互に情報提供・情報交換が行える環境づく

りを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「自らの力で地域を改善してい 

けるまち」を実感している市民 

の割合 

％ 35.7 39.5 43.0 46.5 50.0 

 

■「納税義務者」にとって 

瀬戸内市は、納税に対する意識が高いまちをつくります。 

「自己決定・自己責任」の地方分権*の原則のもと、積極的に情報公開を進め、市民と行政がお

互いに知恵を出し合いながら、公平かつ公正な行財政運営を進めることにより、納税者である市

民に税金が還元されていると実感できるまちづくりを進めます。 

市税等の滞納者に対しては、積極的な滞納処理策を講じながら、だれもが公平に納税義務が果

たせるまちづくりを進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「納税に対する意識が高いま

ち」を実感している市民の割合 
％ 30.1 35.0 40.0 45.0 50.0 

 

■「将来の市民」にとって 

瀬戸内市は、すばらしい自然や景観、伝統、歴史・文化が引き継がれたまちをつく
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ります。 

次代を担う人々が、自然や景観、伝統、歴史・文化について理解することは、故郷に対する誇

りや愛着につながります。郷土が誇れる素晴らしい自然や景観、歴史・文化を大切にし、同時に、

古きよき伝統や技術を次の世代に継承します。 

自分の住んでいる地域だけでなく、他地域の良さを認識した上で、市民が主役となってまちづ

くりを進め、市民の融和と一体感を醸成するとともに、次の世代のためにより良い生活環境を創

造し継承します。 

また、中長期的な視点に立ち、まちの規模にあった行財政運営を進めます。 

 

指標 

名 称 単位 
現状値 目標値 

Ｒ２ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ８ Ｒ10 

「すばらしい自然や景観、伝統、 

歴史・文化が引き継がれたまち」 

を実感している市民の割合 

％ 64.4 67.5 70.0 72.5 75.0 
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Ⅲ 「将来のまちの姿」を実現するための基本理念 

将来像及び 20 年後のまちの姿を実現するため、次の基本理念に基づき施策を推進します。 

基本理念１ 環境重視 

自然環境の保全をはじめ、環境への負荷が少ない社会をつくるため、脱炭素社会の実現に向け

た新たな地域の創造やライフスタイルの転換など、様々な分野を通じて環境に配慮した取組を進

めます。 

 

基本理念２ 人権尊重 

基本的人権を保障する日本国憲法や「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、

尊厳と権利について平等である。」とした世界人権宣言を念頭に、「差別をしない、させない、許

さない」社会の実現と、誰もが活躍し居場所と役割を持つ社会を目指した取組を進めます。 

 

基本理念３ 安全・安心 

火災や自然災害をはじめ、世界各地で発生するテロ行為や凶悪犯罪、悪質商法、振り込め詐欺

等から市民の生活を守るとともに、感染症への対策の強化や、食に対する安全性を確保するなど、

強靭化*施策による災害に強い地域社会づくりと、安全・安心に配慮した取組を進めます。 

 

基本理念４ 定住促進 

人口減少を少しでも抑制するため、市民のＱＯＬ（生活の質）が向上するよう、生活基盤を整

備するとともに、働く場所を確保するなど、若い世代が住み続けたいと思え、かつ、地元に帰っ

て生活したいと思えるまちの創造に向けた取組を進めます。 

また、温暖な気候や災害の少なさなどがもたらす住環境の良さ、子育てがしやすい、といった

地域特性についてもブランド化を進め、全国に誇りを持って情報発信を行うことにより、定住者

の確保に向けた取組を進めます。 

 

基本理念５ 情報公開と市民参画・協働* 

「自己決定・自己責任」の原則のもと、地方分権社会の中で、行政は市民に積極的に情報を公

開することで、市民の行政への参画の機運を高め、自分たちの地域は自分たちの手で創造し、地

域課題を解決する、市民と行政の協働による取組を進めます。 

また、行政が地域の実情を熟知し、地域の特性を生かしたまちづくりに取り組む地域・市民団

体等と一層の連携強化を図り、活力ある地域づくりの取組を進めます。 

 

基本理念６ 効率的・効果的な行財政運営 

多種多様化する市民ニーズに的確に対応するため、部署横断的に情報共有や政策推進ができる

組織・人材の育成を進め、ＩＣＴ（情報通信技術）の積極的な活用により業務の効率化を図ると

ともに、行財政改革や税外収入確保により財政基盤を強化し、中長期的な視点に立って、限られ

た財源を重点的・集中的に配分しながら取組を進めます。 
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また、最小の経費で最大の成果が得られるよう、ＥＢＰＭ（根拠に基づく政策立案）の推進や、

ＡＩ（人工知能）やＩｏＴ（さまざまな物がインターネットにつながること）などのデジタル技

術の導入を通じた、実効性の高い取組を進めます。 

 

基本理念７ ＳＤＧｓ*（持続可能な開発目標）達成 

豊かでゆとりある生活は、先人から受け継いだ生活習慣や自然、歴史・文化から成り立ってい

ることを十分理解し、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するた

め、未来の視点に立ったＳＤＧｓの達成に向けた取組を進め、将来の世代へより良い生活環境を

創造し引き継ぎます。 

 

基本理念８ 感染症対策 

新型コロナウイルスをはじめとする感染症の影響は、人の生命や生活のみならず、経済、社会、

人の行動や意識、価値観にまで多方面に波及します。ニューノーマル*（新たな日常）を構築し、

地域の持続的な発展につながる取組を進めます。 
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Ⅳ 土地利用 

土地は限られた資源であるとともに、現在及び将来にわたって市民の生活及び生産などのあら

ゆる活動の共通の基盤となるものです。そして、その利用のあり方は、市の発展や市民生活と密

接に結びついています。 

広域的・長期的視点に立って計画的かつ調和のとれた土地利用を推進し、豊かな自然と暮らし、

そして産業活動が調和した良好な地域環境の形成と市の均衡ある発展を図るため、土地利用の基

本方針を次のとおり定めるとともに、市域を、市街地ゾーン、農業振興ゾーン、工業導入ゾーン、

観光・レクリェーションゾーン、自然環境ゾーンに区分し、計画的な整備を進めます。 

 

土地利用の基本方針 

①  海・山・河川の豊かな自然を大切にし、緑と水に親しむ空間を確保します。 

②  貴重な歴史・文化資源、景観を大切にし、それらを活用して文化的風土を高め育てます。 

③ うるおいのある住環境・生活空間を確保します。 

④ まちの顔となる地域拠点の整備を図ります。 

⑤ 定住と子育てのできる基盤の整備・確保を図ります。 

⑥ 農林水産業、工業、商業、観光の調和のとれた産業基盤を確立します。 

⑦ 全市的・広域的にネットワーク化された道路・交通体系を確立します。 

⑧ 地域間の均衡のとれた土地利用を推進します。 

 

■市街地ゾーン 

ＪＲ赤穂線沿線及び牛窓支所周辺については、商業施設や行政機能の集積を図るとともに、定

住を促進する良好な住宅・住宅地の整備誘導を促進します。 

また、既存住宅地の居住環境を高めるため、生活道路や下水道、身近な公園などの整備を推進

します。 

 

■農業振興ゾーン 

稲作や野菜、果樹などの生産振興を図るとともに、優良農地の適切な維持・確保や遊休農地の

有効活用などを進めます。 

また、下水道の推進により、各集落の居住環境の向上を図り、あわせて景観の保全に努めます。 

 

■工業導入ゾーン 

自然環境や生活環境の保全、景観との調和を図りながら、企業誘致を進めるとともに連絡道路

の整備を促進します。 

 

■観光・レクリェーションゾーン 

自然学習や自然スポーツ・レクリェーションなど、自然と親しむ場や子どもの遊び場を確保す

るため、市民の森、長船美しい森などの森林公園や吉井川河川公園、海水浴場の活用を図るとと

もに、瀬戸内海の多島美等の自然景観、歴史的な史跡や建造物、まちなみの残る地域の保全に努
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め、にぎわいと活気のある観光地域を形成します。 

 

■自然環境ゾーン 

国土保全、水源かん養、野生生物の生息環境、保健・休養などの機能を持つ森林や河川、海岸

などの自然環境の保全を図るとともに、治山治水や海岸保全事業の促進を図ります。 

 



資料５ 
 

第３次瀬戸内市総合計画基本計画（素案）の概要について 

 

 

Ⅰ 未来に輝く人づくりと文化の創造   1～8ページ 

1. みんなの思いやりがあふれる人権尊重のまち 

2. 子どもが楽しく学び成長を実感できるまち 

3. 子どもの成長をみんなで見守るまち 

4. 互いに学びあい、教えあい、人がつながるまち 

5. スポーツを通じ健やかに暮らせるまち  

6. 国際社会にはばたく人を育むまち 

7. 歴史や文化、芸術を大切にするまち 

 

 

Ⅱ 健やかでいきいきとした暮らしの実現   9～18ページ 

1. 健やかに暮らせるまち 

2. 質の高い医療が受けられるまち 

3. 安心して笑顔で子育てできるまち 

4. 働きながらでも安心して子育てできるまち 

5. 高齢者が元気なまち 

6. いくつになっても安心して暮らせるまち 

7. 高齢者を地域ぐるみで支えあうまち 

8. 障がい者がいきいきと暮らせるまち 

9. 生活困窮者が自立できるまち 

 

 

Ⅲ 安全・安心で快適な暮らしの実現   19～33ページ 

1. 活力を生み調和のとれた土地利用を進めるまち 

2. 光輝く自然・まちなみが残るまち 

3. 住んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまち 

4. 便利で快適な道路が通ったまち 

5. 河川・海岸・港湾が整備された安心なまち 

6. 自由に行き来できるまち 

7. 便利な情報ネットワークがあるまち 

8. 安全で良質な水が飲めるまち 

9. きれいな水を未来へ渡すまち 



 

10. 環境に配慮した美しいまち 

11. 人と地球にやさしいまち 

12. 防災意識の高いまち 

13. 交通事故ゼロをめざすまち 

14. 地域みんなで防犯に力を入れるまち 

15. 消費者を守り育てるまち 

 

 

Ⅳ 活力ある産業と魅力ある環境都市の創出   34～40ページ 

1. 農林業にやりがいを見出すまち 

2. 水産業に活力が生まれるまち 

3. 商業・サービス業の経営の安定化に取り組むまち 

4. 工業が進出しやすく経営が安定するまち 

5. 雇用・労働環境が整ったまち 

6. にぎわいと活気のある観光のまち 

 

 

Ⅴ 市民と行政が協働で進める自主自立した都市の実現   41ページ 

1. 透明で開かれた市役所があるまち 

2. 市民ニーズにこたえる市役所があるまち 

3. みんなが知恵を出しあい助けあうまち 

 

【参考】今後のスケジュール 

 令和３年３月１６日  第４回総合計画審議会 

 令和３年６月～７月  パブリックコメントの実施 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料６第３次瀬戸内市総合計画　基本構想（素案）
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資料７ 

瀬戸内市総合計画審議会進行スケジュール 

 

会  議  名 開 催 日 内       容 

第１回総合計画審議会 

 

 

 

 

 

11月 30日（月） 

10:30～11:30 

 

 

 

 

■会長・副会長選任 

■諮問 

■第３次総合計画策定方針について 

■今後のスケジュール調整 

第２回総合計画審議会 

 

 

 

 

 

１月 18日（月） 

10：00～12：00 

■第３次総合計画素案協議 

『基本構想』（素案）について 

第３回総合計画審議会 

 

 

 

 

 

２月 15日（月） 

10：00～12：00 

■第３次総合計画素案協議 

  『基本構想』（案）について 

『基本計画』（素案）について 

第４回総合計画審議会 

 

 

 

 

 

 

３月 16日（火） 

10：00～12：00 

■答申案協議 

 

 


